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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

各団体等が主体的に事業を企画・実施できた。レベルアップ講習会は、受講する人のレベルに合わせ内容、他の団体や団体に

所属していない人への呼びかけも積極的に行うなど工夫が見られた。その成果は、一堂に会する事業において披露し、多くの市

民に鑑賞してもらうことができた。

改革改善

の考え方

①問題

点

一堂に会する事業に参加する団体等の減少。新たな分野でのレベルアップ活動が盛んでない。

②改革

提案

より多くの市民・団体がレベルアップ等の活動に参加してもらえるよう、関係者と考える機会を持つ。自己負担の割合に応じ

て補助を行う仕組みを検討する。

200

総事業費①+② 3,545 1,400 3,045

人件費計（千円）② 1,645 1,645

1,400

正規職員所要時間 400 400

臨時職員所要時間 200

一般財源 1,900 1,400 1,400

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,900 1,400 1,400 1,400

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,400

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

舞台芸術活動を行っている団体が、レベルアップを図り、複数の舞台芸術

活動団体が一堂に会する事業(以下、「合同芸術祭」)で活動の成果を発表

できるように支援する。また参加する団体が横のつながりを持ち、新たな舞

台芸術の創造に向けて取り組めるように支援した。

１　レベルアップ活動費の助成

・舞台芸術活動（合唱、器楽、舞踊、芝居など）を行っている文化芸術団体

が、合同芸術祭に参加するために実施するレベルアップ講習会経費の一

部を助成した。

２　新たな舞台芸術の創造等に要する費用の助成

・文化芸術団体が、合同芸術祭に参加するために創造する、新たな舞台

芸術を創造するために必要な経費の一部を助成した。

・文化芸術団体が、新たな舞台芸術を創造するための動機付けとなる活動

に必要な経費の一部を助成した。

１　説明の回数

２　支援件数

３　講習会ののべ回数

　　講習会の参加者数

４　ヒヤリングの回数

１　　４回

２　　11件

３　　106回

　　　1,159人

４　　11回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

舞台芸術活動団体が、レベルアップを図り、複数の舞台芸術活動団体が一堂に会する事業(以下、「合同芸術祭」)で活動の成果を発表で

きるように支援する。また参加する団体が横のつながりを持ち、新たな舞台芸術の創造に向けて取り組めるように支援する。

１．レベルアップ活動費の助成

・舞台芸術活動団体が、合同芸術祭に参加するために実施するレベルアップ講習会経費の一部を助成する。

２．新たな舞台芸術の創造等に要する費用の助成

・舞台芸術団体が、合同芸術祭に参加するために創造する、新たな舞台芸術を創造するために必要な経費の一部を助成する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

活動の成果を発表した回数 15 16 16 18

56 58 60

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

レベルアップ講習会等に参加した団体の割合(%) 50

28年度見込み

一堂に会する発表会に出演しようと

する団体及び該当の舞台芸術活

動団体がある学校の数

116

意図（どういう状態

にするか）

レベルアップを図り、複数の舞台芸術活動団体が一堂に

会する事業で活動の成果を発表できるようにする

向上させたい上位施

策の成果指標

文化芸術活動をほとんど行っていない人の割合(％・減ら

す)

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

舞台芸術活動団体が一堂に会する発表会に出演しようと

する団体及び他校とともに行う舞台芸術活動の発表会に

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 27 文化芸術の振興

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 文化会館 係等名 事業係

事業種別 政策 開始 15 終了

事務事業名

会計 一般会計

市民舞台芸術創造支援事業

27 事業№ 50 5平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


